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論 文 内 容 の 要 旨

紫紋羽病菌 (H elicobasidium m om pa T A N A K A ) は紫色の菌そうを罷病植物の根ざわ表面につくる病

原菌であって, 培養液中に樟黄色の色素をつ くることで知られている｡ 著者は本菌の培養ろ液からこの物

質の単離を試み, 水に不溶性, m .p .193oC の樫黄色針状結晶の物質を得たが, それが C 15H 2｡0 4 の分子

式をもつ- リコバシジン ((S)- 3 - メチル-2, 5- ヂヒドロキシー6-(1, 2, 2- ll 1) メチル- シクロペンチル)

- ベンゾキノン) であることを確かめた｡ 本論文においてほへリコバシジンの生産と培養条件との関係,

さらにこの物質の植物および微生物に対する毒性を詳細にしらべたものである｡

まず- リコバ5'ジンの生産条件を検討して, 一般に天然物培地は合成培地に比較 して本物質の生産に好

適であるが, 合成培地においてもL- フェニ- ルアラニンを N - 源とした場合にその生産がきわめて良好

となり, それにペクチンを添加すると, さらに促進される｡ 培地のC-N 比は小さいほど, その生産は良

好であったが, C-源の増加は菌体生産には促進的に働 くが, 単位菌体重あたりのへ1) コバS/ジy 生産量

はかえって減少する｡ この物質の生産は菌体の発育旺盛な時期にすでにはじまっているが, 著者はこの物

質を自巳消化による2 次生産物ではないと考えている｡ しかしその生産は少なくとも菌体の熟度と関係が

あるものと見なしている｡

本物質の高等植物に対する毒性を 6 種の植物を使用 してしらべたところ, ソラマメの幼根が非常に敏感

であって, 1/64000 の低濃度にも感応 して, すみやかに細胞はえ死 した｡ また微生物に対する抗菌性を23

種のバクテリヤと78種の糸状菌を用いて試験 したところ, 糸状菌のあるものに対 して興味ある結果がえら

れた｡ すなわちへ 1) コバ5/ ジンは A spegrillus 属の菌体生育をほとんど阻止 しなかったが, A sperBillw

niger 群のみに対 しては特異的に胞子形成を阻害 した. また N eu rosp ora sp.では, 1056p g/m lという高

濃度で子のう殻形成を促進した｡

植物に対するへリコバシジy の毒性は金属イオンの添加によって変化する. すなわちC o++,C u '十,F e叫な

どの添加はソラマメ幼根のえ死作用を明らかに低下させ, また E D T A などのキレー Tl剤を添加すると,
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一旦低下した毒性が再び回復する｡ このことは, - リコバシジンと金属との間にキレ- ト関係のあること

を示すものと思われる｡

著者はさらにヘリコバシジンの誘導体および類似物質を用いて, その分子構造と毒性との関係を推論し

ているが, 本物質の毒性に関与するものは2 コのフェノール性 O H 基および 2 コのキノン性 C - 0 某とベ

ンゼン母核についている環状側鎖であることを確かめている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

病原微生物の代謝産物の検討は, その病原性 (毒力) という立場から, 植物疾病における病原体と寄主

との相互関係の解明に役立つと同時に, 抗生物質という立場から生産物の応用面にも価値あるものと思わ

れる｡ 著者は以上のような主旨から, なお研究の少ない病原菌類の代謝産物の研究を試み, きわめて多犯

性の土壌病原菌として知られている紫紋羽病菌をとりあげ, その代謝産物の一つである- リコバシジンに

ついてそれの高等植物に対する毒性, 微生物に対する影響などを検討した｡

まず本物質の分子式 C 15H 2｡0 ｡を確認し, その生産に好適な培養条件の検討を行なっているが, 本物質

は本菌の自巳消化による2 次生産物ではなく, その生産は菌体の熟度に関係するものと考えている｡ つぎ

に本物質の毒作用が C o++,C tl++,F e++ などの金属イオンの添加によって消失し, それに E D T A などキレ

ート剤を加えると再び毒力を回復するなど, 本物質の毒作用の機作に言及 し, さらに本物質の誘導体や類

似物質を用いて, 本物質の毒性に関与するのはフェノ- ル 性 O H 基, キノン性 C - 0 基, ベンゼン母核に

ある環状側鎖などであることを確かめている｡

以上のように, 本論文では紫紋羽病菌の代謝産物, - リコバシジンの毒作用を種々の点から検討してい

るが, このような知見は植物病理学, 病原菌学の基礎的研究而に貢献する点がすこぶる多い｡ よって本論

文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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